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「愛
かな

しゃん子
くわ

にゃ大灸
うふやちゅう

」 
 

鹿屋市立高隈中学校 校長 中原 誠 

過去、転勤で離島に３回赴任したが、その島の

一つ、奄美大島の瀬戸内町には瀬戸内町青少年健

全育成推進会議が改訂・発行している「ゆすぃぐ

とぅ集の日めくり」というものがあった。ゆすぃ

ぐとぅとは、教
ゆ

すい事
ぐとぅ

と書き、「親から教わった

ことや教訓」という意味である。 

この「ゆすぃぐとぅ集の日めくり」は昔から島

に伝わる教訓・忠告・俚言・ことわざ等を町内の

小中学校より収集し、３１日分に厳選してまとめ

てある。当時は毎朝めくり、言葉の意味や島口
しまぐち

（島

の方言）を教えてもらった。 

その「ゆすぃぐとぅ集の日めくり」は日ごとに

テーマが掲げられている。好きな日めくりがある。

５日、しつけ・愛情のテーマの「愛
かな

しゃん子
くわ

にゃ

大
うふや

灸
ちゅう

」という日めくりである。子どもが愛しけ

れば愛しいほど、大きな灸を据えるぐらい厳しく

鍛えて育てなさい、という意味である。 

昭和、平成、令和と時代は変わり、衣食住を含

め、生活も大きく変わり、飽食暖衣な時代になっ

た。ネットやスマホ等に情報は溢れ、コンビニ等

へ行けば欲しいものはすぐ手に入り、生活には困

らない。そのようなことが当たり前となっている

日常の中で、子どもたちの「生きる力」は育って

いると言えるのだろうか。子どもは発達段階に応

じ、身に付けなければならないものを、身に付け

ているだろうか。また、自分のことは自分でする

ことができているだろうか。そう疑問に思う時が

ある。 

「愛
かな

しゃん子
くわ

にゃ大
うふや

灸
ちゅう

」、この大
うふや

灸
ちゅう

の意味を

「厳しさだけでなく、我が子と関わりながら、正 

しさを教える。我慢もさせる。善悪の判断や決ま

り・ルールの遵守の大切さを教え、そして、優し

い眼差しで見届ける」ことだと私は捉えている。

その前提にあるのが、体験や経験の大切さ。子ど

もが自分自身で体験し、経験を積むことではない

だろうか。 

 親は子どもの言動に対して、ついつい心配で口

を挟み、レールを敷き、手を出しがちだ。親がよ

かれと思い、何でもしてやればしてやるほど、子

どもの主体性は失われ、自立は遅れるだろう。や

がて親離れをし、自立する子ども。「愛しければ愛

しいほど」関わりを深め、様々な体験・経験をさ

せることがいかに大事か。その中で思考・判断す

る力が育まれていくのだと思う。子どもは体験・

経験を通して、失敗することで工夫し、発見し、

気付きを得る。そして、成功体験によって自然と

力が沸き、自信に繋がり自己肯定感に繋がってい

く。 

子どもの健全な知・徳・体の成長は、学校だけ

でできるものではない。家庭、そして、地域の見

守る力、支える力が今後より一層求められる。学

校・家庭・地域の三者連携で大
うふや

灸
ちゅう

の愛情を持っ

て見届け、声掛けを今後もしていきたいと思う。 

「ゆすぃぐとぅ集の日めくり」の締め括り、最

終３１日は「親
うや

の教 訓
ゆすいぐとぅ

や肝
きいむ

に染
す

むれぃ」とある。

親の言うことや教えることはしっかりと心にとめ

ておきなさいという意味だが、関わってくれるか

らこそ、その一言や教えに重みがあり、子どもの

心に浸透するのだと思っている。 


